精神保健【夜間講座】　　講座№１００１８　学　本講座は学生割引対象講座です
	テーマ
	現代のｸﾗｲｴﾝﾄ中心療法(CCT)・
ﾊﾟｰｿﾝｾﾝﾀｰﾄﾞｱﾌﾟﾛｰﾁ(PCA)入門講座

	お勧め文
	皆様のご要望に応えて、昨年に引き続き、クライエント中心療法（CCT）・パーソンセンタードアプローチ（PCA）入門講座を開催します。ＣＣＴとＰＣＡは心理臨床の多くの立場の中で、カウンセラーとクライエントの関係を重視し、クライエント自身の力を生かす立場の原点と言えるものです。昨年同様、そのCCTとPCAの本質および現代的意味の理解を進めたいと思います。

現在でもこの立場に立つ心理臨床実践は極めて多いのですが、一方で、その本質的な意味や実践のコアが十分に理解されているとは言えません。方向性を見失っているのではないかとさえ思えます。今回も、常に実践と思索を深めておられる方々を講師としてお迎えして、CCTとPCAのこれからの方向を探ります。

心理臨床家、教育・福祉・医療・保育など援助的活動に携わっている方々、それらを学んでいる学生、大学院生などの皆様の参加をお待ちしています。刺激的で魅力ある講座になると信じています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　飯長　喜一郎　【日本女子大学教授】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	開催曜日(回数)
定員・受講料
	金曜日（４回）　／　定員４５名　／　受講料８，０００円（　学６，０００円　）


	講師・内容

主な著書
	第１回　２０１０年９月２４日　「CCT・PCAの原点を考える」　
飯長　喜一郎 ：日本女子大学教授

主な著作

「ロジャーズ　クライエント中心療法」（共編著）有斐閣　1983

「人間としての心理治療者―自己開示の適用と禁忌」（ﾜｲﾅｰ著,訳）有斐閣1983

「実践カウンセリング初歩―若い人のために」（単著）垣内出版　1998

第２回　２０１０年１０月１日『ｴﾝｶｳﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟ（EG）によるｺﾐｭﾆﾃｲの形成とその現代的意味―

４０年にわたるEG活動から学んだこと―」
村山　正治 ： 九州大学名誉教授　　　　　　　　
主な著書：

「ｴﾝｶｳﾝﾀｰｸﾞﾙｰﾌﾟとｺﾐｭﾆﾃｲｰﾊﾟｰｿﾝｾﾝﾀｰﾄﾞｱﾌﾟﾛｰﾁの展開―」（単著）ナカニシヤ出版 1993

「ロジャースをめぐって―臨床を生きる発想と方法―」（単著）金剛出版2005　

「ロジャース選集(上)(下）」(共監訳)　誠信書房

第３回　２０１０年１０月８日「ほんものの傾聴とは―ロジャーズとジェンドリンをつなげて―」　　　　　　　　
諸富　祥彦　明治大学教授
主な著書：

　   「カールロジャーズ入門」（コスモスライブラリー）
「ジェンドリン哲学入門」（コスモスライブラリー）
「フォーカシングの原点と臨床的展開」（岩崎学術出版）
　　
第４回　２０１０年１０月１５日「現代のCCTの展開－ﾌﾟﾘｾﾗﾋﾟｰ、ｺﾝﾌｨｷﾞｭﾚｰｼｮﾝを中心に―」
岡村　達也　文教大学教授　　　　
主な著作： 
「カウンセリングの条件―クライアント中心療法の立場から」（単著）日本評論社　2007
「カウンセリングを学ぶ―理論・体験・実習　第2版」（共著）東京大学出版会　2007
「カウンセリングのエチュード―反射・共感・構成主義」（共著）遠見書房　2010


会場 ：　明治安田こころの健康財団　８階講義室

時間 ： １８：３０～２０：００（１回：１時間３０分）
主催 ：　財団法人　明治安田こころの健康財団　171-0033　東京都豊島区高田3-19-10　
ＴＥＬ：03-3986-7021　　ＦＡＸ：03-3590-7705　　ホームページ（http://www.my-kokoro.jp）
申込方法　　以下のいずれかの方法でお申込ください

	・申込書の必要事項をご記入のうえ、ＦＡＸ03-3590-7705　または郵送にてお申込ください。

・Ｅ-ｍａｉｌでもお申込みできます。（moushikomi@my-kokoro.jp）

・ホームページ（http://www.my-kokoro.jp）　　　　　　　　　　


